
 

  

 

 

 

 

精華町情報化基本計画に関するアンケート 

集計・分析結果 中間報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

精華町役場 総務部財政課 情報システム係 

資料－３ 第６回精華町情報化基本計画検討懇話会
平成２４年２月２４日

 

1



 

  

１．アンケートの目的 

 本アンケート調査は、高度情報化社会へ向け精華町が目指すまちづくりの中で、地

理特性や産業特性、住民のライフスタイルに合った情報通信基盤（情報サービス等を

含む）のあり方を検討していくために、住民が情報化についてどのように考えている

かを把握することを目的に実施する。また、平成１６年に実施した情報化アンケート

調査と結果を比較することにより、情勢の変化を読み取り、今後の精華町としての情

報化施策の方向性を考える上での参考資料とする。 

 これらの成果は、「精華町情報化基本計画」の改定（平成２４年度に予定）のため

の基礎資料として活用する。 

 

２．方法 

(１)調査対象 

 ◆個  人：住民基本台帳記載の１６歳以上の住民 

 ◆企業団体：町内立地の企業・研究所、各種団体 

(２)調査対象者数 

 ◆個人：１，５００人 

 ◆企業：１００社 

(３)対象者抽出方法 

 ◆無作為抽出 

(４)調査手法 

 ◆郵送配布、郵送回収による郵送調査法 

(５)調査期間 

 ◆平成２３年６月２２日（水）から７月２２日（金）まで 

 

３．結果 

（１）個人 

 ア．回答数 

   ６６１人 

 イ．回答者属性 

   回答者の各属性についての集計結果は以下のとおり。 
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年齢

33

56

109

114

116

142

82
9

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳以上
無回答

性別

269

9

383

男性
女性
無回答

職業

8

28

23

5

6
84

159

47

113

14 8

166 会社員
農林業
自営業
公務員
自由業(医師など)
会社役員
パート･アルバイト
専業主婦・主夫
学生
無職
その他
無回答
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お住まいの形態

14

360

9

77

22

155

24

一人暮らし
夫婦のみ
親と子
親と子供夫婦
親と子と孫(三世代)
その他
無回答
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お住まいの地域

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

回答数 28 11 3 20 4 26 8 0 13 17 23 3 15 8 34 24 10 6 7

菱田 滝ノ
鼻

中久
保田 舟 里 僧坊 谷 旭 北稲

八間
南稲
八妻 植田 菅井 北ノ

堂 馬渕 南
祝園
西一
丁目

中 東 西北

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

回答数 15 10 5 13 1 17 11 20 35 28 8 30 18 41 25 30 20 23 33

山田 乾谷 柘榴 東畑
光台二
丁目

光台四
丁目

光台五
丁目

光台六
丁目

光台七
丁目

光台八
丁目

光台九
丁目

桜が丘
一丁目

桜が丘
二丁目

桜が丘
三丁目

桜が丘
四丁目

精華台
一丁目

精華台
二丁目

精華台
三丁目

精華台
四丁目
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 ウ．各回答の集計結果 

 アンケート各質問に対する回答結果は以下のとおり。また、前回アンケートに

同趣旨の質問があるものについては、必要に応じて前回の結果との間で比較を行

った。なお、これ以降で示している割合（％）は、特に説明の無い場合は、「回答

者全体（６６１人）のうち、各選択肢を選択した人数の割合」を示している。質

問によっては、回答対象者が限定されているなど、回答者総数に対する割合より

もその質問の回答者数に対する割合を確認する方が妥当と考えられるものがあり、

その場合は「質問回答者の＿％」という書き方で示している。 

 

問１．あなたは、インターネットをどの程度ご利用されていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 選択肢の中では、「ほぼ毎日利用している」という回答が最も多く、２８５人（約 

４３％）であった。また、「週に数回利用している」と合わせると、全体の約６４％

を占めている。 

 一方で、インターネットを「利用していない」も１４０人（約２１％）おられ、

「年に数回利用している」はごく少数に留まっていることから、インターネット

を高い頻度で利用する層と、ほとんど（あるいは全く）利用しない層と間で二極

化していると見ることができる。 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

50

100

150

200

250

300

回答数 285 136 68 15 140 3 

ほぼ毎日
使用している

週に数回は
利用している

月に数回
利用している

年に数回
利用している

利用していない その他
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問２．あなたはご自宅でインターネット接続サービスを利用していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネット接続サービスの種類については、「光ファイバー接続」が３７０

人で、全体の約５６％を占めた。その他、「同軸ケーブル接続」が６４人（約１０％）、

ＡＤＳＬ接続が４６人（約７％）であった。「一般加入電話回線」（１２人、約２％）

や「ＩＳＤＮ接続」（４人、１％未満）などのいわゆるナローバンド接続は、全体

としてはかなり少数であった。なお、前回の調査時は、「一般加入電話回線」は６

７人（約１３％）、「ＩＳＤＮ接続」は２６人（約５％）であり、この５年間でブ

ロードバンド接続への移行が進んでいると言える。 

 また、６９人（約１０％）が「携帯電話・ＰＨＳ網を利用した公衆無線網接続」

を選択しており、２番目に高い回答率であった。 

 

問３．あなたはご自宅でインターネット接続サービスをどのような目的で利用し

ていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数

0

50

100

150

200

250

300

350

400

回答数 370 46 64 69 4 12 27 20 2 

光ファイバー接
続(FTTH)

ADSL接続
同軸ケーブル接
続(光ファイバー
を除くCATV)

携帯電話・PHS網
を利用した

公衆無線網接続
ISDN回線接続

一般加入電話回
線(ダイアルアッ

プ)

インターネット
接続はしていな

い
わからない その他

回答数

0

100

200

300

400

500

回答数 443 329 89 292 94 96 42 172 48 19 

ホームページ
閲覧

電子メール・
電話

電子掲示板・
SNS等の閲覧・

投稿

ショッピン
グ・オーク
ション

ゲーム 金融・商取引
政府・自治体
への申請や届

出

デジタルコン
テンツの閲覧

ホームペー
ジ・ブログの

更新
その他
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自宅でのインターネット接続の目的としては、「ホームページ閲覧」（４４３人、

約６７％）が最も多く、続いて「電子メール・電話」（３２９人、約５０％）、「シ

ョッピング・オークション」（２９２人、約４４％）、「デジタルコンテンツの閲覧」

（１７２人、約２６％）の順で選択者が多かった。 

 また、インターネットを「政府・自治体への申請や届出」に使用している人は

４２人（約６％）であり、全体から見ると低い利用率に留まった。 

 

問４．ご家庭で情報通信機器をインターネットに接続する際のセキュリティ対策

について、該当する番号を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家庭でのインターネット接続の際のセキュリティ対策では、「対策を行っている

が不安である」（２２３人、質問回答者の約４４％）が、「対策を行っており特に

不安はない」（１７５人、約３４％）を越え、最も多い回答となった。 

 回答を総合的に見ると、セキュリティ対策を行っていると答えた人（３９８人、

約７９％）は、対策を行っていない、もしくは対策を行っているか不明と答えた

人（１００人、約２０％）を大きく上回った。しかし、セキュリティに対して不

安を抱いていると答えた人数は回答者の過半数を占め（２６９人、約５３％）、不

安を抱いていないと答えた人数（２２９人、約４５％）を上回っており、対策を

取っているか取っていないかに関わらず、町内のインターネット利用者の多くが

セキュリティについて不安を抱きながらインターネットを利用している現状が明

らかになった。 

 

 

回答数

0

50

100

150

200

250

回答数 175 223 39 28 15 18 9 

対策を行っており
特に不安はない

対策を行っているが
不安である

対策を行っていない
が特に不安はない

対策を行っておらず
不安である

対策を行っているか
不明であるが
特に不安はない

対策を行っているか
不明であり
不安である

その他
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問５．あなたはインターネット接続のできる情報・通信機器を所有していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネット接続可能な情報・通信機器の所有の有無については、「携帯電

話・ＰＨＳ・スマートフォンなど」（４８８人）と「パソコン」（４８７人）がほ

ぼ同数で、約７４％が所有していた。また、「その他」として、「デジタルテレビ」

を挙げた回答が２人あった。 

 

問５－１．携帯電話・ＰＨＳ・スマートフォンなどの通話以外の利用について、

該当するものを選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 携帯電話等の通話以外の利用については、「電子メール」が最も多く（３９１人、

質問回答者４９９人の約７８％）、次いで「写真・動画撮影」（３２５人、約６５％）、

「ホームページの閲覧」（２３８人、約４８％）の順であった。 

 一方、「電子マネーによる代金決済」の利用は３２人（約６％）に留まり、利用

回答数

0

100

200

300

400

500

600

回答数 488 487 85 6 85 

携帯電話・PHS・ス
マートフォンなど

パソコン
通信機能のついた

ゲーム機
その他

持っていない、また
は、持っているが利
用していない

回答数

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450

回答数 238 391 75 124 90 127 325 32 47 7 

ホームページの
閲覧

電子メール
電子掲示板・
SNS等の閲覧・

投稿

ショッピング・
オークションな
どのクーポン利

ゲーム
デジタルコンテ
ンツ(音楽、映
像、小説、ゲー

写真・動画撮影
電子マネーによ
る代金決済

通話以外の利用
はしない

その他
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率は低かった。また、携帯電話等を「通話以外の使用はしない」人も、１割程度

（４７人、約９％）あることがわかった。 

 

問５－２．問５の機器を用いてインターネットに接続していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 問５の機器でのインターネット接続の有無については、「接続している」と答え

た人（４３７人、質問回答者５１２人の約８５％）が、「接続していない」と答え

た人（７２人、約１４％）を大きく上回った。インターネット接続可能な機器を

お持ちの方の多くは、実際にその機器を用いてインターネット接続を行っている

と言える。 

 

問５－３．パソコンや携帯電話などの情報端末をお持ちでない、もしくは持って

いるが利用していないという方にお聞きします。それはどのような理由からです

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

100

200

300

400

500

回答数 437 72 3 
接続している 接続していない その他

回答数

0

20

40

60

80

100

回答数 19 92 40 6 9 13 

何に使えるのか
わからない

無くても不便に感じない
難しそうなイメージが
あり使う気にならない

使ったことはあるが便利
ではなかった

使用してみたいが、
値段が高く購入する気に

ならない
その他
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 情報機器を所持していない又は利用していない理由については、「無くても不便

に感じない」という意見が最も多かった（９２人、質問回答者１２１人の約７６％）。

続いて「難しそうなイメージがあり使う気にならない」（４０人、約３３％）、「何

に使えるのかわからない」（１９人、約１５％）の順であった。「使用してみたい

が、値段が高く購入する気にならない」という環境的な理由のために所持・利用

していないという人は、全体では少数（９人、約７％）に留まった。 

 また、その他の意見としては、「必要な場合は身近な人に代わりに使用してもら

っている」という人が５人あった。 

  

問６．あなたは、『情報化』という言葉から、どんな期待感を持たれますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『情報化』に対する期待感としては、「必要かつ新鮮な情報を入手できる」を挙

げた意見が最も多く、２３８人（約３６％）であった。続いて、「住んでいる場所

に関わらず、広く情報を入手できる」（１９０人、約２９％）、「外に出なくても、

自宅で様々なサービスを受けることができる」（１３１人、約２０％）の順であっ

た。全体として、情報化により「地域が活性化する」（３９人、約６％）や「少子

高齢化社会の諸問題を解決できる」（３人、１％未満）というような、社会的な意

義に関する意見は少数であった。 

 

 

 

 

 

回答数

0

50

100

150

200

250

回答数 238 131 39 190 3 33 75 13 

必要かつ新鮮な情報を入

手できる

外に出なくても、自宅で

さまざまなサービスを受

けることが出来る

情報発信が手軽にでき、

人との交流が盛んになる

ことで地域が活性化する

住んでいる場所に

関わらず、広く情報を

入手できる

少子高齢化社会の諸問題

を解決できる

情報の開示・共有化が進

み、安全安心な社会が実

現する

わからない、興味がない その他
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問７．あなたは、『情報化』という言葉から、どんな不安感を持たれますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 『情報化』に対する不安感としては、「個人の氏名や住所などの情報が外部に漏

れる」ことを挙げる意見が最も多かった（２７７人、約４２％）。続いて「パソコ

ンやインターネットに関わる事件や事故が増加する」（１３０人、約２０％）、「手

に入る情報が多すぎて、正しい情報を見極めることが難しくなる」（１０６人、約

１６％）の順であった。 

 

問８．現在、あなたは精華町からの情報をどのような方法で取得していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精華町からの情報の入手経路については、「広報誌『華創』」を挙げる意見が最

も多く（５７６人、約８７％）、続いて「町内会の回覧板」が２番目に多かった（４

９０人、約７４％）。３番目に多かったのは「町のホームページ」であったが（１

５７人、２４％）、上位２つの選択肢と比較すると町ホームページから情報を得て

回答数

0

50

100

150

200

250

300

回答数 277 76 73 130 106 17 38 11 

個人の氏名や住所などの

情報が外部に漏れる

人と人とのふれあいが減

少し、思いやりの心が育

めなくなる

技術の進展が速くて、

変化において

行かれてしまう

パソコンやインターネッ

トに関わる事件や事故が

増加する

手に入る情報が多すぎ

て、正しい情報を見極め

ることが難しくなる

パソコンやワープロを使

うことで、漢字を忘れて

しまう

わからない、興味がない その他

回答数

0

100

200

300

400

500

600

700

回答数 576 490 112 157 144 63 21 30 16 

広報誌「華創」 町内会の回覧板
役場や公共施設
の掲示板

町のホーム
ページ

新聞雑誌 テレビ、ラジオ
マイライフせい
か（住民手帳）

ケーブルテレビ その他
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いる人は少なかった。ただし、前回の調査結果と比較すると、「町ホームページ」

を選択した人の割合（約１８％）は増加しており、今後は全体に占める比率がよ

り高くなっていくと考えられる。 

 

問９．今後、今まで以上に行政情報を得るために、あればいいと思う手段はどれ

ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後希望する、行政情報を入手する手段としては、「広報誌『華創』」を挙げる

意見が最も多く（４８１人、約７３％）、続いて「町のホームページ」が（２８２

人、約４３％）が多かった。 

 問８（現在の行政情報の入手手段）と比較すると、「町のホームページ」が約２

４％から約４３％と、２０％程度増加している。また、問８の「テレビ・ラジオ」

と問９の「地上デジタル放送やケーブルテレビなどを活用した、地域密着のテレ

ビ番組」では、約１０％から約３０％と、こちらも２０％程度増加しており、紙

媒体の配布以外の広報についても期待されていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

100

200

300

400

500

600

回答数 481 258 32 282 60 123 193 51 61 12 

広報誌「華
創」

役場や公共施
設の掲示板や
回覧板など

マイライフせ
いか(住民手
帳)

町のホーム
ページ

スピーカーに
よる全町域放

送

携帯電話・PHS
への情報発信
サービス

地上デジタル
放送やケーブ
ルテレビなど

地域限定ラジ
オ放送による
地域情報コ

町が運営する
SNSやブログ、
ミニブログ

その他
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問 10．精華町公式ホームページを利用したことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精華町公式ホームページの利用頻度については、「利用したことがない」という

意見が最も多く、全体の約半数（３２５人、約４９％）を占めた。また、利用し

たことがあるという３０９人のうち、その利用頻度が「年に１回以下」が過半数

（約５４％）であった。 

 

問 11．精華町のホームページをより有用なものにするためには、どのような工夫

が望まれると考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精華町ホームページをより有用なものにする工夫としては、「更新頻度を増やし

て、ページの新鮮さを保つ」が最も多く（２１３人、回答者４２３人の約５０％）、

「情報を増やす（記事を多くする）」（１７０人、約４０％）、「文字の大きさ・形

回答数

0

50

100

150

200

250

300

350

回答数 8 77 57 167 325 

週一回以上 月に１～２回 半年に２回以
上

年に１回以下 利用したこと
がない

回答数

0

50

100

150

200

250

回答数 115 135 170 213 36 74 115 74 44 

文面をもっとわかりや

すくする

文字の大きさ・形や画

面のレイアウト、色な

どを工夫する

情報を増やす(記事を

多くする)

更新頻度を増やして、

ページの新鮮さを保つ

親近感を得られるよ

う、キャラクターなど

を使用する

地域に根ざした動画映

像を充実させる

町長や町議会議員、町

職員と意見交換できる

仕組みを持つ

いろいろな住民の方

と、交流できる仕組み

を持つ

その他
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や画面のレイアウト、色などを工夫する」（１３５人、約３２％）と続いた。 

 

問 12．あなたが、精華町からの行政情報について、知りたい情報はどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 精華町から知りたい行政情報の種類としては、「医療機関・健康に関する情報」

（３８１人、約５８％）を挙げる回答が最も多かった。全体の過半数を超える選

択肢はこの回答のみで、それ以降は「防犯・防災に関する情報」（１８８人、約２

８％）、「福祉サービスに関する情報」（１７８人、約２７％）、「町からのお知らせ

に関する情報」（１７３人、約２６％）の順で回答が多かった。 

 なおこの問は、知りたい情報について「該当する番号を３つまで知りたい順に

記入ください」という質問であったが、順位付けをされていない回答が多数（１

割強）見られたため、ここでは回答の順位に関わらず回答数のみを集計している。 

回答数

0

50

100

150

200

250

300

350

400

回答数 381 188 142 178 25 86 60 97 58 54 

医療機関・
健康に関す
る情報

防犯・防災
に関する情

報

地域安全安
心に関する
情報

福祉サービ
スに関する
情報

ボランティ
ア活動に関
する情報

子育てに関
する情報

スポーツ・
生涯学習に
関する情報

学校・教育
に関する情

報

求人・就職
に関する情

報

生活相談に
関する情報

回答数

0

50

100

150

200

250

300

350

400

回答数 30 95 23 86 53 73 32 11 173 14 

道路・交通
に関する情

報

ごみ処理・
リサイクル
に関する情

選挙・議会
に関する情

報

行事に関す
る情報

各種統計や
まちづくり
に関する情

町議会に関
する情報

歴史・文化
活動に関す
る情報

水道・下水
道に関する
情報

町からのお
知らせに関
する情報

その他
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問 13．あなたが、「情報化」という言葉を聞いて、今お困りのことはありません

か。また、そのことを解消するために町がどんな支援を実施すればいいと思いま

すか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報化に関する、町からの支援についての要望としては、「パソコン利用につい

て分野を問わない何でも相談会」という意見が最も多く、２３１人（約３５％）

であった。続いて、「『誰でもわかるパソコン講座』の開催」（１８２人、約２８％）、

「セキュリティ対策はどうすればいいのか、に答えてくれる講座」が（１６７人、

約２５％）の順に多かった。パソコンに関する内容でも、「表計算やワープロソフ

トの活用」を求める意見は全体から見るとやや少なめ（６３人、約１０％）であ

った。 

 

回答数

0

50

100

150

200

250

回答数 182 52 112 63 95 167 231 77 

「誰でもわかるパソコン

講座」の開催

携帯電話の使い方につい

て教えてほしい

デジタル写真やビデオ映

像の編集・整理の仕方

表計算やワープロソフト

の活用

インターネットや電子

メールの詳しい使い方

セキュリティ対策はどう

すればいいのか、に答え

てくれる講座

パソコン利用について分

野を問わない何でも相談

会があればいい

その他
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問 14．ご家庭から利用できるインターネットを通じた行政サービスとして期待す

る項目はどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネットを通じた行政サービスとして期待するものとしては、「各種申

請・証明書等の受付、発行」が最も多く（３７５人、約５７％）、「各種届出書(転

入など)等の受付」（２４１人、約３６％）、「選挙の電子投票」（２１５人、約３３％）

の順で多かった。 

 

問 15．町民のみなさまの安全安心を確保するために、町の情報政策はたいへん重

要なものと考えています。その中でもあなたが最重要と考える番号を選んでくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安全安心を確保するための情報施策としては、「住民の個人情報の保全(情報セ

キュリティ対策)」を挙げる意見が最も多かった（２８８人、約４７％）。問７で

回答数

0

50

100

150

200

250

300

350

回答数 288 113 61 22 14 135 9 

住民の個人情報の保
全(情報セキュリティ

対策)

住民が利用でき、有
事にも耐えうる安定
した情報通信基盤整

多様な方法による、
きめ細かな情報開
示・情報公開

窓口サービスが停止
しない電源供給シス

テムの整備

役場と国や府との密
接な連絡のための守
られた情報通信基盤

パソコンなどを利用
できない情報弱者と
される方に対する配

その他

回答数

0

50

100

150

200

250

300

350

400

回答数 241 159 102 215 375 73 130 70 168 25 

各種届出書
(転入など)
等の受付

税金の申告・
納税の手続き

給付金や助成
金の受け取り

選挙の電子
投票

各種申請・証
明書等の受
付、発行

各種相談
苦情や問い合
わせへの回
答、対応

住民と行政の
意見交換

各種情報の
閲覧

その他
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の情報化に対する不安として、「個人の氏名や住所などの情報が外部に漏れる」が

最も多かったことから考えても、住民の多くが個人情報の漏洩に対して大きな危

惧を抱いていることが分かる。 

 ２番目に多かったのは、「パソコンなどを利用できない情報弱者とされる方に対

する配慮」であり（１３５人、約２０％）、情報機器を使用できないことによる不

利益が生じないかを不安視する意見が多い現状がわかった。 

 

問 16．万一、地震や台風などの自然災害によって、被害が生じた場合、町の情報

化に関連する施策の中で、もっとも重要と考えることは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 災害被災時に重要な情報化関連施策としては、「被害状況・被災者情報を誰もが

知りえる形での公表･公開」が最も多かった（２５３人、約３８％）。これは、災

害の混乱時において、自治体には、正確な情報を広く伝達する役割を期待されて

いるものと考えられる。また、２番目に多かった意見は、「携帯電話など通話環境

の確保」（１５１人、約２３％）であった。災害時には通信施設が直接被害を受け

るほか、通信制限などが行われることもあり、携帯電話での通話が不通になるこ

とが多い。しかし、携帯電話は非常に普及している通信機器であり、これを利用

した通信の頑強性に対する期待も大きいものと思われる。 

 

問 17．精華町の進める情報化政策について、ご意見やご希望があれば、ご自由に

お書きください。 

 

回答数

0

50

100

150

200

250

300

回答数 151 253 36 84 38 23 55 12 

携帯電話など通話環境の

確保

被害状況・被災者情報を

誰もが知りえる形での公

表･公開

避難所におけるインター

ネット接続環境の確保
防災用放送設備の整備

集会所などで

利用できる

電話網の整備

消防団、民生・児童委員

などとの日常的な

情報交換

住民個人のあらゆるデー

タの保全
その他
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個
人
用
ア
ン
ケ
ー
ト
 
問
17
．
集
計
結
果
 

  
精
華
町
の
進
め
る
情
報
化
政
策
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
ご
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。
 

問
１
７
（
自
由
記
述
欄
）
回
答
　
分
類
後
集
計

0510152025 回
答
数

23
14

13
13

13
12

12
10

8
7

6
6

6
3

3
2

デ
ジ
タ
ル

デ
ィ
バ
イ
ド

の
解
消

ア
ナ
ロ
グ
的

な
情
報
伝
達

手
段
の
確
保

個
人
情
報
保

護
の
徹
底

オ
ン
ラ
イ
ン

サ
ー
ビ
ス
の

充
実

HP
・
広
報
手

段
の
改
良

情
報
化
政
策

全
般
の
推
進
情
報
イ
ン
フ

ラ
整
備
推
進

町
行
政
に
対

す
る
叱
咤
激

励
・
感
謝
等

情
報
化
推
進

へ
の
疑
問

情
報
公
開
の

促
進

「
情
報
化
」

の
定
義
の

確
認

住
民
交
流
の

促
進

有
事
に
備
え

た
情
報
施
策

の
推
進

Ｔ
Ｖ
を
用
い

た
情
報
配
信

他
機
関
と
の

情
報
連
携

強
化

情
報
シ
ス
テ

ム
の
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
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意
見
の
内
容
（
抜
粋
）
 

 ○
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
の
解
消
 

    ○
ア
ナ
ロ
グ
的
な
情
報
伝
達
手
段
の
確
保
 

    ○
個
人
情
報
保
護
の
徹
底
 

   ○
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
 

      

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
社
会
の
流
れ
で
も
あ
り
、
情
報
も
そ
れ
に
な
ら
う
こ
と
は
も
う
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
員
が
全
員
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
な
い
人
に
対
し
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
も
考
え
る
べ
き
、
だ
と
思
い
ま
す
。

 
い
ざ
と
い
う
時
に
ス
ピ
ー
カ
ー
巡
回
で
災
害
状
況
ど
の
よ
う
に
逃
げ
、
避
難
し
た
ら
よ
い
か
、
教
え
て
く
れ
る
情
報
を
即
座
に
動
け
る
状
況
に

い
つ
も
訓
練
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 

 
情
報
化
社
会
で
個
人
情
報
漏
れ
の
な
い
よ
う
最
善
の
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。
 

  
私
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
、
精
華
町
の
端
の
地
域
で
、
役
場
へ
行
く
の
に
遠
く
感
じ
ま
す
。
年
を
と
る
と
も
っ
と
強
く
感
じ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
手
続
き
(様
々
な
)が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
で
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
良
い
な
と
個
人
的
に
思
っ
て
い
ま
す
。
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○
Ｈ
Ｐ
・
広
報
手
段
の
改
良
 

       ○
情
報
化
政
策
全
般
の
推
進
 

    ○
情
報
イ
ン
フ
ラ
整
備
推
進
 

   ○
町
行
政
に
対
す
る
叱
咤
激
励
・
感
謝
等
 

     

 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
く
利
用
し
ま
す
が
(主
に
子
育
て
関
係
)、
情
報
が
日
付
順
に
並
ん
で
い
る
だ
け
で
、
欠
け
て
い
る
項
目
が
あ
っ
た
り
、

利
用
し
ず
ら
い
な
ぁ
と
思
う
と
き
も
時
々
あ
り
ま
す
。
(例
え
ば
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
と
プ
レ
ペ
ナ
ー
の
助
成
が
開
始
さ
れ
た
お
知
ら
せ
に
は
、
同
時

接
種
が
問
題
と
な
っ
て
一
時
中
止
し
て
い
る
時
期
に
、
そ
の
旨
が
分
か
る
よ
う
に
関
連
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
気
が
し
ま
す
)。
日
々
の
仕
事

が
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
の
更
新
ま
で
中
々
追
い
つ
か
な
い
所
は
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
行
政
の
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
情
報
を
載
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
の
回
答
を
積
極
的
に
カ
タ
チ
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
も
う
け
て
く
れ
た
事
を
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
 

 
現
在
、
情
報
に
つ
い
て
不
自
由
を
感
じ
て
い
な
い
が
、
高
齢
に
な
っ
た
り
、
有
事
の
場
合
に
備
え
て
町
の
情
報
化
の
整
備
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
 

 
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
安
価
な
提
供
（
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ov
er
10
0M
bp
s
で
)。
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○
情
報
化
推
進
へ
の
疑
問
 

    ○
情
報
公
開
の
促
進
 

     ○
「
情
報
化
」
の
定
義
の
確
認
 

    ○
住
民
交
流
の
促
進
 

      

 
コ
ス
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
考
え
て
進
め
て
く
だ
さ
い
。
年
間
の
町
民
税
額
は
非
常
に
負
担
が
重
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
個
人
的
な
希
望
は

現
状
の
ま
ま
で
何
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
の
で
新
た
な
設
備
投
資
を
す
る
よ
り
も
、
減
税
を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
 

 
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
ど
う
変
わ
る
の
か
が
よ
く
分
か
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
を
通
知
し
た
上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
欲
し
か
っ
た
。

"情
報
化
"と
い
う
言
葉
の
意
味
が
広
す
ぎ
て
よ
く
分
か
ら
な
い
。
 

 
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
納
税
者
で
あ
る
住
民
と
、
そ
れ
を
使
っ
て
町
の
行
政
運
営
を
ま
か
さ
れ
て
い
る
町
長
を
は
じ
め
町
の
行
政
職
の
方
々
と
の

意
見
交
流
に
使
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。「
意
見
の
場
」
の
よ
う
な
サ
イ
ト
を
つ
く
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
 

 
情
報
化
と
は
直
接
で
は
な
い
の
で
す
が
、
①
精
華
町
は
市
に
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
②
私
の
し
ご
と
館
は
今
後
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
？
(精
華
町
と
の
関
わ
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
（
負
債
等
））
③
国
道
16
3
号
線
の
毎
朝
の
大
阪
方
面
で
の
渋
滞
に
つ
い
て
 

 
上
記
3
点
は
い
つ
も
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
生
活
に
密
着
し
た
情
報
を
公
開
し
て
ほ
し
い
で
す
。
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○
有
事
に
備
え
た
情
報
化
施
策
の
推
進
 

     ○
Ｔ
Ｖ
を
用
い
た
情
報
配
信
 

      ○
他
機
関
と
の
情
報
連
携
強
化
 

   ○
情
報
シ
ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
 

   

 
大
量
・
高
速
処
理
等
利
便
性
の
追
求
も
大
切
で
す
が
、
災
害
時
の
回
線
維
持
、
電
源
の
確
保
、
メ
モ
リ
ー
保
持
(消
失
防
止
)等
情
報
化
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
強
化
検
討
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
(津
波
・
原
発
事
故
含
む
)の
教
訓
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

情
報
化
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の
防
災
保
全
の
対
策
。
 

 
精
華
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
。
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
で
見
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
が
、
せ
っ
か
く
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
出
来
る
テ
レ
ビ
が
増
え
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
気
軽
に
テ
レ
ビ
で
精
華
町
の
情
報
を
知
る
事
は
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

京
都
で
は
河
川
情
報
、
他
テ
レ
ビ
で
は
学
研
都
市
近
鉄
の
交
通
情
報
を
入
手
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
が
こ
れ
か
ら

主
流
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 
町
民
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
各
医
療
機
関
で
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
。
(出
来
れ
ば
全
国
で
共
有
で
き
る
も
の
が
望
ま
し
い
)

  
情
報
化
は
初
期
投
資
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
共
に
コ
ス
ト
・
手
間
の
か
か
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
今
の
時
代
、
当
然
な
が
ら
取
り

組
み
し
て
行
く
べ
き
課
題
だ
と
も
思
う
の
で
、
町
単
独
で
行
う
の
で
は
な
く
、
近
隣
市
町
村
・
府
と
共
同
で
、
情
報
化
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
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（２）企業・団体 

 ア．回答数 

   ４８社 

 イ．回答企業・団体属性 

   回答企業・団体の各属性についての集計結果は以下のとおり。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貴社の位置づけ

0

10

20

30

回答数 27 3 1 0 4 12 0 

本社
本店

支社
支店 営業所 工場 研究所 個人事業 その他

貴社の所在地

0

5

10

15

20

25
(社)

回答数 7 22 2 1 12 3 

菱田・滝ノ鼻・
舟・里・僧坊・
朝日・中久保田地区

谷・北稲八間・南稲八
妻・植田・菅井・北ノ
堂・馬渕・南・中・東

山田・乾谷・柘榴・
東畑地区

桜が丘地区 光台地区 精華台地区
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ウ．各回答の集計結果について 

  アンケート各質問に対する回答の結果は以下のとおり。また、前回アンケートに

同趣旨の質問があるものについては、必要に応じて前回の結果との間で比較を行っ

た。各質問で示した割合（％）は、特に説明の無い場合は、「回答企業・団体数（４

８団体）のうち、各選択肢を選択した団体の割合」を示している。 

 

  

 

 

貴社の従業員数について

0

5

10

15

20

25

30

(社)

回答数 24 7 12 1 1 0 2 

5人未満 5～10人 11～50人 51～100人 101～500
人

501～1000
人

1001人
以上

貴社・貴団体の業種

0

5

10

15

(社)

回答数 8 9 1 8 0 1 0 3 0 12 1 4 

製造
業

建設
業

卸売
業

小売
業

農林
水産

金融
保険

運輸
通信

電気
ガス

不動
産

サー
ビス

飲食
業

その
他
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問１．貴社・貴団体は情報化を進めることについて、どのようにお考えですか。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  情報化の推進については、「企業活動に必須」を選択した企業・団体が最も多く、

次に「必須ではないが進める方が良い」を選択した企業・団体が多かった。これら

の選択肢の合計は全体の８７．５％を占めており、このことより、精華町内の多く

の企業・団体は企業活動のためには情報化の進めるべきであると考えていると言え

る。一方で、「わからない」を選択した企業・団体も４（約８％）あった。 

 

 問２．貴社・貴団体が情報化に期待することは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報化への期待としては、「市場動向の的確な把握」が最も多く（１７団体、約

３５％）、次に「コストダウン」及び「販路の拡大」（１５団体、約３１％））が同

数で続いた。一方、「決裁の効率化」（２団体、約４％）や「納期の短縮化」（１団

回答数

0

10

20

30

40

回答数 32 10 1 0 0 4 

企業活動のため
には必須

必須ではないが
進める方が良い

進めたいところ
だけ進めれば良

い

進める必要性は
感じない

その他 わからない

回答数

0

5

10

15

20

回答数 15 2 8 1 9 15 13 7 4 17 3 10 7 2 

コストダ
ウン

納期の短
縮化

受発注処
理の効率
化

決済の効
率化

商品企画
力の向上

販路の拡
大

競争率の
強化

取引先と
の関係強
化

交流先の
拡大

市場動向
の的確な
把握

国際化へ
の対応

新たなビ
ジネス
チャンス

世の中の
流れに遅
れない

その他
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体、約２％）に対する期待は少なかった。また、全体的な傾向は、前回と大きな違

いは無かった。 

 

問３．現在、貴社・貴団体の情報の入手手段はどのようなものですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報の入手手段としては、約８１％の企業・団体が「インターネット」を選択し

た。前回のアンケートでも、「インターネット」が最も多く選択されており、利用

が浸透していることが伺える。一方で、「業界団体」（約６０％）や「一般新聞」（約

５８％）などのアナログな情報入手手段も多く活用されており、企業・団体は複数

のチャンネルから情報を入手しているものと思われる。 

 

問４．貴社・貴団体が今後、情報の入手手段として希望されるものはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

5

10

15

20

25

30

回答数 16 14 19 17 26 6 26 19 13 9 9 10 17 6 19 0 

一般新聞
テレビ、
ラジオ

業界紙 専門誌
インター
ネット

商用デー
タベース

業界団体
から

セミ
ナー、研
修会

異業種交
流会

系列会社
から

金融機関
から

大学等高
等研究機
関から

行政から
コンサル
タントか
ら

消費者、
ユーザー
から

その他

回答数

0

10

20

30

40

回答数 28 22 22 23 39 5 29 25 12 9 10 7 9 6 21 1 

一般新聞
テレビ、
ラジオ

業界紙 専門誌
インター
ネット

商用デー
タベース

業界団体
から

セミ
ナー、研
修会

異業種交
流会

系列会社
から

金融機関
から

大学等高
等研究機
関から

行政から
コンサル
タントか
ら

消費者、
ユーザー
から

その他
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 今後の情報入手手段としては「業界団体」が最も多かった。問３（現在の情報入

手手段）の結果と比較すると、問３で一番選択が多かった「インターネット」は二

番に下がるとともに、「セミナー、研修会」（四番→三番）や「業界紙」（六番→三

番）、「専門誌」（五番→四番）などの順位が上がっている。企業は、インターネッ

トの利便性は活用しつつも、より専門性・信頼性の高い情報を求めているのではな

いかと思われる。 

 

問５．貴社・貴団体では、インターネットに接続していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネット接続の有無についての質問では、「既に接続している」を選択し

た企業・団体が４０団体（約８３％）を占めた。接続を検討中の企業・団体は２団

体（約４％）と少なく、インターネット接続が必要な団体は、ほぼ接続を完了して

いると言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

10

20

30

40

50

回答数 40 2 5 0 

既に接続している 接続していないが、
検討はしている

接続しておらず
特に検討もしていない

その他
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問６．貴社・貴団体がインターネットに接続していない理由は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネットへの接続を行っていない理由として、「導入・運用費用の高さ」

及び「導入に必要な知識・人材の欠如」を選んだ団体が少数ながら存在した。 

 

問７．貴社・貴団体のインターネット接続はどのような方式ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネットへの接続方式は、光ファイバー接続が最も多く、２７団体（イン

ターネット接続している４０団体のうち、約６８％）であった。また、専用線サー

ビスを利用している団体も９団体（約２３％）あった。前回は「光ファイバー回線」

を選んだのは約３３％であり、前回の調査以降も、精華町内での高速回線の普及が

進んでいることが伺われる。 

 

 

回答数

0

1

2

3

4

5

6

7

回答数 3 2 3 6 0 

導入費用･
運用費用が高い

導入に必要な知識・
人材が欠けている

活用法がよく分から
ない

接続していなくても
業務に支障がない

その他

回答数

0

5

10

15

20

25

30

回答数 9 3 1 27 0

専用線サービス
XDSL

(ADSL、SDSL、VDSL
など)

無線インターネット 光ファイバー接続 その他
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問８．貴社・貴団体でのインターネット接続の主な利用目的は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネット接続の利用目的では、「業界情報や技術情報の収集」（２７団体、

インターネット接続している４０団体の約６８％）が最も多く、続いて「自社情報

の発信」（２５団体、約６３％）が多かった。これは前回の調査と同じ傾向である。

その他、「社内における情報の共有化」を選択した団体が若干増え（約４０％→約

５０％）、三番目に多い回答となった。 

 

問９．貴社・貴団体がインターネットを利用するにあたり、何か問題に感じておら

れることはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 インターネットの利用に関しての問題点としては、「セキュリティ面での不安」

を挙げる企業・団体が最も多く、インターネット接続団体の５０％が選択した。ま

た、「環境構築・運用面に関する専門的知識・人材の不足」（３５％）や、「障害発

回答数

0

5

10

15

20

25

30

回答数 25 20 27 17 12 5 0 

自社情報の発
信

社内における
情報の共有化

業界情報や技
術情報の収集

業務アプリ
ケーション
の利用

電子商取引
(BtoB、
BtoCなど)

その他 わからない

回答数

0

5

10

15

20

25

回答数 11 8 14 20 13 0 

問題はない コストが高いこと
環境構築・運用に関する
専門的な知識や人材が不

足している

セキュリティ面での
不安がある

障害が発生した場合の
不安が大きい

その他
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生時の不安」（約３３％）などを挙げる団体も多かった。 

 

問 10．貴社・貴団体では、クラウド・コンピューティング・サービスを利用されて

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラウド・コンピューティング・サービスについては、「既に利用している」の

は４団体（インターネット接続している４０団体の１０％）に留まり、精華町内の

企業・団体においては、まだ普及には至っていないことがわかった。一方で、「利

用していないが、予定はある」及び「導入の予定は無いが、関心はある」を合計す

ると１９団体（約４８％）となり、今後の状況次第では、大きく普及が進むことも

予想される。 

 

問 11．貴社・貴団体では社内での情報共有にどんなサービスを活用していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

2

4

6

8

10

12

14

16

回答数 4 5 15 6 13 0 

既に利用

している

まだ利用して

いないが

予定はある

導入の予定

はないが、

関心はある。

導入の予定も関心もない

が、そういったサービス

があることは知っている

導入の予定も関心もな

く、何のことかわからな

い

その他

回答数

0

5

10

15

20

25

30

回答数 27 6 26 8 14 4 0 11 

電子メール
による情報
伝達

電子掲示板
機能による
情報伝達

業務文書の
共有

決済の電子
化

スケジュー
ル管理シス
テム

会議室等社
内施設等の
予約

その他
特に活用は
していない
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 情報共有に使用しているサービスの種類では、「電子メールによる情報伝達」（２

７団体）や、「業務文書の共有」（２６団体）を選択する団体が多かった。 

 

問 12．貴社・貴団体では、情報セキュリティについてどのような点を課題と感じて

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報セキュリティに関する課題では、過半数の企業団体（２７団体、約５６％）

が「情報漏洩の不安がある」を選択している。以降は、「外部からの不正アクセス

がないか心配」が２０団体（約４２％）、「ウイルス対策が困難」が１８団体（約３

８％）の順で選択する企業が多かった。「特に課題はない」としたのは８団体（約

１７％）と、全体からすると少数であった。 

 

問 13．行政が提供する情報で、入手したい情報は何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

5

10

15

20

25

30

回答数 27 18 6 11 5 3 9 20 5 8 0 

情報漏洩の不
安がある

ウイルス対策
が困難

従業員のセ
キュリティ意
識が低い

迷惑メールの
受信が多い

USBメモリな
ど外部記憶媒
体の利用制限

従業員のイン
ターネットの
私的利用

セキュリティ
に関するルー
ルが未策定

外部からの不
正アクセスが
ないか心配

わからない
特に課題はな

い
その他

回答数

0

5

10

15

20

25

30

回答数 21 17 22 25 19 20 2 

報道、
広報情報

統計情報 入札情報
施策、計画、
プロジェクト

情報

手続き
案内情報

融資、補助等
の助成情報

その他
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 行政から入手したい情報については、ある程度のバラつきはあったものの、選択

した企業・団体の数はいずれも１５～２５の間に収まっており、行政としてはあら

ゆる情報について満遍なく提供していくことが期待されていると言える。 

 

問 14．行政手続きで、電子化を望むものは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行政手続の電子化については、「印鑑証明等の各種申請・交付」（３２団体、約６

７％）、「入札資格審査・登録」（２３団体、約４８％）、「納税申告」（１６団体、約

３３％）の順に希望が多かった。 

 なお、前回のアンケートでは、「印鑑証明等の各種申請・交付」、「納税申告」、「課

税証明書交付手続」、「施設利用申請」の順に希望が多かったが、「印鑑証明等の各

種申請・交付」以外は既に電子化が実施されているため、今回のアンケートからは

削除した。 

 また、問 14 に対する自由記述回答には、以下のような意見があった。 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

0

5

10

15

20

25

30

35

回答数 32 16 23 14 8 0 

印鑑証明等の
各種申請・交付

納税申告
入札資格審査
・登録

各種調達実務
(電子入札等)

営業・開発許可
申請手続き

その他

・交通費や申請する施設に行く手間が省けるので便利だと思います。セキュリテ

ィ面やデータが正確に処理されているか明確になればよいと思います。 

・窓口での手続きだと担当者の顔が見えるので良い面もあります。 

・電子化は登録済みのものを発行する等の業務だけでも良いと思います。町外の

人にとっては、全てインターネット経由で出来ると便利なのでしょうが。 
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問 15．これからの社会では、行政はどういった情報化施策を進めていくべきと思い

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行政が進めるべき情報化施策としては、「地元企業の情報化や情報関連産業の育

成、振興の支援」及び「大規模自然災害に備えた頑強な情報インフラの整備」を求

める意見が同数で最も多く、２５団体（約５２％）であった。 

 

問 16．企業・団体の安全安心な活動を確保するために、町の情報政策はたいへん重

要なものと考えています。その中でも最重要と考える番号を 1 つ選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 安心・安全を確保するために重要と考えられる情報政策は、「民間で利用でき、

有事にも耐えうる安定した情報通信基盤整備」が最も多く、１６団体（約３３％）

が選択した。 

 

回答数

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18

回答数 8 16 8 5 3 5 0

町が有する情報の保全
(情報セキュリティ

対策)

民間が利用でき、有事
にも耐えうる安定した
情報通信基盤整備

多様な方法による、き
め細かな情報開示･情

報公開

サービスが停止しない
電源供給システムの

整備

役場と国や府との密接
な連絡のための安全な
情報通信基盤整備

企業･団体に対する人
的・物的な情報化支援

その他

回答数

0

5

10

15

20

25

30

回答数 19 10 14 16 25 8 25 3 

低価格で利用でき

る公共的情報ネッ

トワークを整備す

身近なところで情

報機器やシステム

に親しめる環境を

住民交流に

役立つシステムの

開発、普及

学校での情報教育

や住民向けの講習

会などの充実

地元企業の情報化

や情報関連産業の

育成、振興支援

プライバシーの保

護など法制度整備

を推進する

大規模自然災害に

備えた、頑強な情

報インフラの整備

その他
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問 17．万一、地震や台風などの自然災害によって、被害が生じた場合、町の情報化

に関連する施策の中で、もっとも重要と考えることは何ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自然災害による被災時の町の情報化施策については、「被害状況・被災者情報を

誰もが知りえる形での公表・公開」を求める意見が最も多く、２１団体（約４４％）

であった。次に、「防災用放送設備の整備」（９団体、約１９％）、「携帯電話など通

信状況の確保」（８団体、約１７％）の順で意見の数が多かった。 

 

 

●地域経済活性化のため、地域の事業者に対して行政にはどのような情報化に対す

る支援を望まれますか。ご自由な考えをお聞かせください。 

 

 

 

 

※ロバスト･･･ある系が外的要因によって変化することを阻止する内的な仕組み、または性質のこと。 

       頑強性。強靭性。 

回答数

0

5

10

15

20

25

回答数 8 21 2 9 0 3 5 1

携帯電話など通話
環境の確保

被害状況・被災者
情報を誰もが知り
える形での公表・

避難所におけるイ
ンターネット接続
環境の確保

防災用放送設備の
整備

公共機関などで利
用できる電話網の

整備

消防、警察など
との日常的な
情報交換

町が有するあらゆ
るデータの保全

その他

・ロバストネットワーク。 

・情報の共有化と透明性の確立。 

・ご年配やパソコンが苦手な人に対する施策が重要です。 
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